
人口と世帯（平成 20年 2月 1日現在）　1,747 世帯　（－5）　男 2,716 人（－5）　女 2,850 人（－11）　計 5,566 人（－16）
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　４９年間、人や車を通した摺渕橋。架け替え工事は順調に

進み、今年の夏くらいには新旧交代の予定です。その後、現

摺渕橋は取り壊しとなります。　　（１／２８下流から撮影）

もうすぐ交代　摺渕橋
教育・生涯学習 8～ 9

おしらせ 10 ～ 13

いたずらわんぱく・窓口から 14

2 ～ 7ニュース
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第
60
回　

片 

品 

村 

成 

人 

式

　

１
月
13
日
（
日
）、   

第
60
回
片
品
村

成
人
式
が
、   

新
成
人 （
該
当
者
78
名
の

う
ち
63
名
が
参
加
）、    

来
賓
、  

家
族
の

方
々
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。  

村
長
式
辞
、  

誓
い
の
こ
と
ば
、  

来
賓
祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
、  

答
辞
と
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
、  

厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
で
、  

新
成
人
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、  

男
子
代
表
の

井
上
光
貴
（
み
つ
た
か
）  

さ
ん
と
、
女

子
代
表
の
入
澤
愛
奈  （
あ
い
な
）  

さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ

   「
更
な
る
個
を
磨
き
、 

自
身
の
行
動
に

責
任
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
・
・
・
・
近
い
将
来
、
今
回
の
ご

厚
遇
の
お
返
し
が
で
き
る
こ
と
を
切
望

し
、
期
待
と
希
望
を
胸
に
、
歩
ん
で
い

く
決
意
で
あ
り
ま
す
。」

　

ま
た
、
答
辞
で
は
、
星
野
勝
也
（
か

つ
や
）
さ
ん
が
、 「
こ
れ
か
ら
先
、 

大
き

な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、  

不
安
が
大
き
く
な

る
と
き
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
自
分
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

周
囲
の
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
信
じ
る
道
に

向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

と
述
べ
、
新
成
人
の
堂
々
た
る
態
度
に
、

多
く
の
人
が
感
動
し
ま
し
た
。

  「
感
謝
の
気
持
ち
や
謙
虚
な
姿
勢
を
忘

れ
ず
に
、  

い
つ
も
自
分
ら
し
さ
を
見
失

わ
な
い
よ
う
、  

美
し
い
片
品
村
を
胸
に

抱
き
歩
ん
で
い
く
事
を
こ
こ
に
申
し
上

げ
誓
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。」

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
が
中
学
時

代
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
佐
藤
先
生
、

梶
原
先
生
に
祝
福
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
と
し

て
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は

じ
め
関
係
者
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
多

く
の
人
が
感
動
す
る
素
晴
ら
し
い
成
人

式
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

教
育
委
員
会
）

祝　成　人 第 60回　片品村成人式

記　念　写　真　の　様　子

誓いの言葉男子代表　井上光貴さん

女子代表　入澤愛奈さん

答
辞　

新
成
人
代
表　

星
野
勝
也
さ
ん

消 

防 

団 

出 

初 

式 

を 

挙 

行　

１
月
６
日
（
日
）
片
品
村
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初
式
を
挙
行

し
、
千
明
村
長
を
始
め
、
萩
原
村
議
会

議
長
、
小
貫
沼
田
警
察
署
長
、
吉
野
広

域
消
防
長
か
ら
、
日
頃
の
消
防
活
動
に

対
し
労
い
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

    

星
野
団
長
は
年
頭
挨
拶
で
、 「
長
い
歴

史
の
中
で
築
か
れ
た
伝
統
あ
る
消
防
精

神
を
忘
れ
ず
、  

崇
高
な
職
務
と
い
う
誇

り
を
持
ち
、
今
後
も
訓
練
を
積
み
重
ね

て
い
く
」 

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出初式での星野団長

巨 

大 

小 

正 

月 

飾 

り 

出 

現

　

花
の
駅
で
は
、
１
月
６
日
（
日
）、

恒
例
の
小
正
月
飾
り
講
習
会
を
行
い
11

名
が
笠
原
良
和
さ
ん
星
野
清
七
さ
ん
ら

に
削
り
花
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ハ
ナ
カ

キ
鉈
で
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
白
い
幹
を
く
る

く
る
と
丸
く
ね
じ
れ
花
の
よ
う
に
削
る

の
が
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
で
し
た
。
米

の
粉
で
、
紅
白
緑
の
三
色
の
繭
玉
を
作

り
、
枝
に
付
け
て
出
来
上
が
り
。

　

館
内
に
は
、
大
き
な
ミ
ズ
ブ
サ
の
木

を
地
元
の
人
が
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た

の
で
、
昔
懐
か
し
い
花
菓
子
も
そ
え
て

飾
り
、
巨
大
な
小
正
月
飾
り
が
出
現
し

ま
し
た
。

　

花
の
駅
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
行

事
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

和が感じられるお飾り

第
38
回
利
根
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

　

1
月
27
日 （
日
）、 

利
根
郡
子
ど
も
会

上
毛
か
る
た
大
会
が
昭
和
村
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
郡
内
の
優
良
子
ど

も
会
及
び
育
成
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

永
井
一
弘
さ
ん
（
鎌
田
） 

が
育
成
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
井
さ
ん
は
25
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
、
村
か
る
た
大
会
の
読
み
手
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
頂
い
て
い

る
功
労
に
対
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
子
ど
も
会
へ
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
会
は
中
学
生
団
体
で
出
場
し
ま
し

た
花
咲
子
ど
も
会
が
見
事
優
勝
し
、
小

学
生
高
学
年
団
体
で
は
、
鎌
田
子
ど
も

会
が
第
３
位
入
賞
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

小
学
生
低
学
年
個
人

　

第
５
位　

奥
村　

惇
平
（
鎌
田
）

小
学
生
高
学
年
個
人

　

第
５
位　

星
野　

由
朔
（
花
咲
）

中
学
生
個
人

　

第
６
位　

永
井　

信
吾
（
花
咲
）

小
学
生
低
学
年
団
体

　

第
４
位　

鎌
田
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

星
野  　

嵩

　
　
　
　
　

芝
崎　

文
哉

　
　
　
　
　

藤
原　

夏
生

小
学
生
高
学
年
団
体

　

第
３
位　

鎌
田
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

佐
藤　

友
範

　
　
　
　
　

金
子　

朋
樹

　
　
　
　
　

星
野　

悟
弘

中
学
生
団
体

　

優　

勝　

花
咲
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

星
野　

永
朔

　
　
　
　
　

永
井　

智
也

　
　
　
　
　

戸
丸　

悦
成

　
　
　
　
　

星
野　

直
樹

中学生団体の部優勝の花咲子ども会

小学高学年の部 3位入賞の鎌田子ども会

育
成
功
労
賞
で
表
彰
さ
れ
た
永
井
一
弘
さ
ん

　

当
日
出
場
し
た
選
手
、
大
会
運
営
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
役
員
・
本

部
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
花
咲
子
ど
も
会
は
、

２
月
３
日
（
日
）
前
橋
ぐ
ん
ま
武
道
館

で
行
わ
れ
ま
す
県
大
会
に
、
利
根
郡
代

表
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。
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第
42
回
冬
季
交
歓
会

　
「
元
気
だ
っ
た
？
」「
し
ば
ら
く
ぶ
り

！
」
と
対
応
児
童
は
、
再
会
を
喜
び
合

い
、 

第
42
回
冬
季
交
歓
会 （
１
月
23
日
〜

25
日
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
雪
降
る
中
、
バ
ス
３
台
に
分
乗
し

て
明
神
小
学
校
児
童
・
関
係
者
が
冬
の

片
品
に
来
村
し
ま
し
た
。
今
回
対
応
す

る
児
童
は
、
銚
子
市
立
明
神
小
学
校
が

64
名
、
片
品
連
合
小
学
校
が
49
名
で
す
。

沿
道
で
は
、
村
民
の
方
々
が
大
勢
手
を

振
っ
て
出
迎
え
、
歓
迎
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

交
歓
会
は
、  「
環
境
の
異
な
る
地
域

と
の
交
流
体
験
並
び
に
意
見
交
流
学
習

を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

育
む
」、「
交
歓
分
宿
に
よ
り
山
村
の
生

活
と
海
辺
の
生
活
の
ち
が
い
を
体
験
的

に
認
識
し
合
い
、
相
互
理
解
と
友
情
を

深
め
る
」、「
健
康
・
親
善
・
奉
仕
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
精
神
を
養
う
」
を
目
的
に
、
多
く

の
方
々
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る

活
動
で
す
。

　

受
入
式
は
伊
勢
優
見
子
さ
ん
（
明
神

小
）、 

萩
原
健
吾
く
ん
（
片
北
小
） 

が
持

つ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
旗
の
入

場
で
始
ま
り
、
式

の
進
行
は
星
野
一

聖
く
ん
、
新
井
智

恵
さ
ん
（
片
品
小
）

が
担
当
し
ま
し
た
。

村
長
さ
ん
、
議
長

さ
ん
を
は
じ
め
来

賓
・
保
護
者
の
前

で
、
高
山
隼
く
ん

（
片
南
小
） 

が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
、

渡
辺
真
也
く
ん

（
明
神
小
） 

が
児
童

代
表
と
し
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
尾
瀬
太

鼓
愛
好
会
に
よ
る
「
尾
瀬
の
四
季
」
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
対
応
児
童
は
受
入

れ
の
家
庭
へ
移
動
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
村
内
の
四
ス
キ
ー
場

（
サ
エ
ラ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
尾
瀬
、　

ス

ノ
ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸
倉
、
武
尊
牧
場
ス

キ
ー
場
、
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た

か
）
で
各
校
の
ス
キ
ー
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
降
雪
で
ゲ
レ
ン

デ
状
況
は
良
好
で
し
た
が
、
低
気
圧
の

影
響
も
あ
り
強
風
と
極
寒
の
中
で
の
ス

キ
ー
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
後
半
は
、

各
校
の
工
夫
に
よ
り
、　

餅
つ
き
や
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
な
ど
の
歓
迎
行
事

が
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

三
日
目
は
も
う
最
終
日
で
す
。
お
別

れ
式
で
は
、 

梶
原
紳
吾
く
ん （
片
品
小
）、

伊
豆
洋
亮
く
ん
（
明
神
小
）
の
代
表
児

童
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
最
後
に
「
今
日

の
日
は　

さ
よ
う
な
ら
」
を
斉
唱
し
ま

し
た
。
退
場
の
時
に
は
、
村
文
化
セ
ン

タ
ー
玄
関
で
片
品
連
合
小
保
護
者
、 

Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
教
職
員
が
ア
ー
チ
を
作
り
、

両
校
の
児
童
・
明
神
小
保
護
者
・
明
神

小
教
職
員
の
み
な
さ
ん
を
お
見
送
り
し

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
バ
ス
の
出
発
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
の
記
念
写
真
撮
影
や
談

笑
に
も
名
残
り
惜
し
そ
う
で
し
た
。
中

に
は
、
春
休
み
の
再
会
を
約
束
し
た
対

応
児
童
同
士
も
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
冬
季
交
歓

会
で
す
が
、
保
護
者
自
身
が
子
ど
も
時

代
に
交
歓
分
宿
を
体
験
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
受
入
れ
は
と
て
も
ス
ム
ー
ス

で
「
よ
う
こ
そ
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
」

と
い
う
温
か
み
の
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
受
入
れ
家
庭
や

地
域
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
歓
迎
に
さ
ぞ

満
足
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
片
品
村
、

片
品
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
交
歓
会

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　

片
品
連
合
小
学
校
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
小
学
校　

受入れ式の様子（JRC 旗の入場）

雪不足から吹雪になった各スキー場

明神小児童の保護者もスキー体験

思い出を乗せたバスを見送る関係者 スキーの後にもちつき

 

第
35
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

　

1
月
27
（
日
）
に
第
35
回

片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

キ
ー
大
会
兼
第
31
回
小
学
生

総
体
片
品
予
選
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

は
水
芭
蕉
コ
ー
ス
、
ア
ル
ペ

ン
競
技
が
片
品
高
原
ス
キ
ー

場
で
行
わ
れ
、
両
会
場
で
村

内
各
地
よ
り
79
名
の
選
手
が

集
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

☆
大
回
転
男
子

　

優　

勝　

八
須
賀
崚
太
（
南
小
）

　

準
優
勝　

入
澤　

佑
弥
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野　

龍
二
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子

　

優　

勝　

横
坂　

直
美
（
片
小
）

　

準
優
勝　

入
澤　

澄
玲
（
片
小
）

　

第
３
位　

古
屋　

花
子
（
片
小
）

☆
距
離
男
子

　

優　

勝　

芝
崎　

博
崇
（
片
小
）

　

準
優
勝　

横
坂　

直
樹
（
片
小
）

　

第
３
位　

小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

☆
距
離
女
子

　

優　

勝　

星
野
あ
す
実
（
武
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

瑠
美
（
片
小
）

　

第
３
位　

梅
澤　

鈴
香
（
北
小
）

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

　

優　

勝　

片
小
ク
ロ
カ
ン　

　

準
優
勝　

片
品
北
地
区

☆
距
離
女
子
リ
レ
ー

　

優　

勝　

片
品
北
地
区

◇
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

☆
大
回
転
男
子
４
年
生

　

優　

勝　

大
竹　

七
勢
（
片
小
）　

　
　

準
優
勝　

吉
野　

悠
平
（
北
小
）

　
　

第
３
位　

星
野　

代
朔
（
南
小
）

☆
大
回
転
女
子
４
年
生

　
　

優　

勝　

星
野　

文
花
（
南
小
）

　
　

準
優
勝　

星
野
ま
き
子
（
南
小
）

　
　

第
３
位　

古
屋　

咲
子
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
５
年
生

　
　

優　

勝　

星
野　

舜　

  （
北
小
）

　
　

準
優
勝　

飯
塚　

洸
介
（
武
小
）

　
　

第
３
位　

松
浦　

隆
介
（
北
小
）

☆
大
回
転
女
子
５
年
生

　
　

優　

勝　

星
野　

莉
良
（
片
小
）

　
　

準
優
勝　

佐
藤
あ
け
み
（
南
小
）

　
　

第
３
位　

新
井　

美
恵
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
６
年
生

　
　

優　

勝　

八
須
賀
崚
太
（
南
小
）

　
　

準
優
勝　

星
野　

龍
二
（
片
小
）

　
　

第
３
位　

千
明　

聖
耶
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
６
年
生

　
　

優　

勝　

横
坂　

直
美
（
片
小
）

　
　

準
優
勝　

古
屋　

花
子
（
片
小
）

　
　

第
３
位　

入
澤　

澄
玲
（
片
小
）

☆
距
離
男
子
４
年
生

　
　

優　

勝　

小
笠
原　

大
（
片
小
）

　
　

準
優
勝　

阿
部　

和
磨
（
片
小
）

　
　

第
３
位　

鏑
木　

智
晴
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
４
年
生

　
　

優　

勝　

萩
原
明
日
香
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
５
年
生

　

優　

勝　

横
坂　

直
樹
（
片
小
）

　

準
優
勝　

山
﨑　

成
浩
（
片
小
）

　

第
３
位　

梅
澤　

瑞
季
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
５
年
生

　

優　

勝　

梅
澤　

鈴
香
（
北
小
）

　

準
優
勝　

千
明　

礼
乃
（
武
小
）

　

第
３
位　

星
野
詩
央
里
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
６
年
生

　

優　

勝　

芝
崎　

博
崇
（
片
小
）

　

準
優
勝　

小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

　

第
３
位　

篠
原　

辰
弥
（
武
小
）

☆
距
離
女
子
６
年
生

　

優　

勝　

星
野
あ
す
実
（
武
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

瑠
美
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野
さ
つ
き
（
南
小
）

以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
の
片
品
高
原
ス

キ
ー
場
様
、
両
競
技
会
場
の
関
係
役
員

の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

力を出した 6年生 ミスのないターン

力走する選手

ゴールする選手

前
走
を
し
て
く
れ
た
先
輩
（
片
中
ス
キ
ー
部
）
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公式スキー大会記録コーナー
12 ／ 22 ～第 22 回全日本学生チャンピオンスキー大会（北海道チセネシリＣＣコース）
　　　　（女子１部５ｋｍクラシカル）６位笠原千裕

　　　　（女子１部スプリント 1.2kmクラシカル）３位笠原千裕

１／ 8～第 42 回県高校総体スキー大会
　　　　（アルペン：鹿沢スノーエリア・クロスカントリー：水上高原スキー場）

関東高校群馬県予選会
　　　　（男子大回転）1位　三浦右京　４位山崎龍哉　５位大竹　凛

　　　　（女子大回転）３位桑原　望

　　　　（男子回転）３位山崎龍哉　４位大竹　凛　

　　　　（女子回転）４位桑原　望　５位植田美菜

インターハイ群馬県予選会
　　　　（男子大回転）３位山崎龍哉　４位三浦右京　５位大竹　凛

　　　　（女子大回転）６位桑原　望　

　　　　（女子 10 キロフリー）３位芝崎仁美

　　　　（女子５キロクラシカル）３位芝崎仁美

　　　　（男子回転）６位三浦右京

　　　　（女子回転）２位桑原　望　５位植田美菜

１／ 11～第 81 回 全日本学生スキー選手権大会（妙高高原）
　　　　（女子１部５ｋｍクラシカル）優勝　笠原千裕

　　　　（女子１部３×５㎞リレー）準優勝　笠原千裕

１／ 13群馬県ジュニアスキー大会（スノーパーク尾瀬戸倉）
　　　　（低学年女子）５位笠原友希乃

　　　　（低学年男子）５位片山雄人

　　　　（高学年女子）優勝　横坂直美

　　　　（高学年男子）準優勝　八須賀崚太　６位千明聖耶

　　　　（中学生女子）６位星野　梓

１／ 13～第 42 回群馬県中学校スキー大会
　　　　（アルペン：ＷＷ尾瀬岩鞍・クロスカントリー：水上高原スキー場）

　　　　（女子大回転）準優勝　星野　梓　

　　　　（男子５キロクラシカル）準優勝　飯塚　将　５位星野堅人

　　　　（女子３キロクラシカル）５位笠原智絵美　６位千明　桃

　　　　（女子９キロリレー）準優勝　笠原智絵美　千明　桃　小須田　梓　

1 ／ 16 ～第 74 回群馬県スキー選手権大会（クロスカントリーは国体予選会を兼ねた）
　　　　（アルペンＷＷ尾瀬岩鞍・クロスカントリー：草津音楽の森ＣＣコース）

　　　　（男子回転）優勝　萩原一平（女子回転）５位植田美菜

　　　　（男子大回転）優勝　萩原一平　３位大竹　凛　５位三浦右京（女子大回転）４位桑原　望

　　　　（男子 10 キロクラシカル）６位星野雄一

　　　　（女子５キロクラシカル）優勝　笠原千裕　５位芝崎仁美

　　　　（女子 10 キロフリー）４位芝崎仁美

1 ／ 18　第 63 回国体予選会（アルペン：ＷＷ尾瀬岩鞍）
　　　　少年女子Ａ　４位桑原　望　　少年男子Ａ　４位三浦右京　

　　　　成年女子Ａ　１位桑原由布子　成年男子Ａ　３位萩原一平　成年男子Ｂ　６位三浦幸治

１／ 28～第 43 回関東高校スキー大会（スノーパーク尾瀬戸倉）
　　　　（男子大回転）準優勝　大竹　凛（女子大回転）優勝　桑原　望　

　　　　（男子回転）６位大竹　凛　（女子回転）３位植田美菜

わが 家 の 自 慢 料 理
お　や　き 作成者　　星野　たか子さん　（下平）

材料（25～ 26 個）

○１個分の栄養価　　エネルギー：１６９Kcal　　蛋白質：５．１ｇ　　脂質：１．０ｇ　　塩分：０．７ｇ

作り方

◇小麦粉の効能

～小麦粉を使った料理～

・糖質が主成分ですがたんぱく質、カルシウム、鉄分、食物繊維などが多く含まれています。

・胚芽のビタミンＥの働きで動脈硬化予防に効果的です。

①ボウルに小麦粉とベーキングパウダーを入れか

　たよらないように手でよくまぜる。

② ①に水と酒を入れ、手につかなくなるくらいま

　でよくこねる。

③ネギみそを作る。

　みそに輪切りにしたネギをよく混ぜて、ネギみ

　そを作る。

④ ②の生地を手でちぎり１個を７０ｇくらいに　分け、伸ばして、ネギみそを

入れ包む。

⑤ホットプレートに④のおやきをのせ、240 度に設定して焼く。おやきの表面

　の水分がとんだら（およそ１０分から１５分位）裏返して約５分位焼く。

中力粉……………１㎏

ベーキングパウダー

　　　　　　…５０ｇ

水………………６００㏄

酒………………１００㏄

・ホットプレートに並べ終えてから電気を入れると均等に焼けます。

・裏返しにするとき以外は、蓋は途中であけないようにする。　

・裏返しするポイントはおやきの表面の水分がなくなったとき

・おやき（焼く前のもの）を１５分ほど蒸して、蒸しまんじゅうにしてもおいしいです。（一度お試し下さい）　　

・具はお好みで、家にある食材を活用して下さい。

◇ワンポイント

ネギみそ（４個分）
長ネギ……６０ｇ
みそ………小さじ２
お好みでかつお節
みりん、砂糖など

（目安…耳たぶくらいのかたさ）

低所得者世帯等に灯油代を助成します
　片品村では最近の原油価格高騰による燃料代の急激な値上が
りに要援護者・低所得家庭等生活弱者（高齢者世帯・重度心身
障害者を含む世帯・１級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けた者を含む世帯・母子父子家庭等で市町村民税が非課税であ
る世帯と生活保護世帯）の方へ石油代（家庭用燃料の灯油）の
助成をいたします。
該当となり確認できれば１世帯上限５，０００円の灯油のみに
使用できる灯油券を支給します。
■申請期間・・・平成 20 年２月１５日 ( 金　) ～２月２９( 金 )
※詳しくは回覧文書を御覧ください。（窓口：保健福祉課）
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教育委員会　3 月の諸行事

Katashina  News:  February
Ins tead  o f  spending  Chr i s tmas  a t  home wi th  my fami ly ,
I  was  in  Ind ia  wi th  two of  my  f r iends .  The  Ta j  Maha l  
was  beaut i fu l ,  however  my  persona l  favor i te  was  the  
markets .  The  co lors  o f  the  sarees  and  smel l s  o f  the  
sp ices  and  flowers  were  incred ib le .  However ,  
not  everyth ing  about  th i s  t r ip  was  easy .  I t  was  very  
hard  to  see  the  condi t ions  that  some people  l i ve  in .  
Espec ia l ly  coming f rom Japan  where  c lean l iness  and  
equa l i ty  a re  norms ,  see ing  the  s t reets  and  ocean  fu l l  
o f  t rash  and  the  poor  begging  on  the  s t reets  was  
d i fficu l t .  I t  reminded me how lucky  we  are  to  have  a l l  
that  we  have .  L ike  a l l  t r ips  I  have  been  on ,  I  l e f t  w i th  
more  than  omiyage  or  souveni rs .  I  a l so  le f t  w i th  
memor ies ,  f r iendsh ips ,  and  lessons  about  l i fe .  

　　　　　　　　　　　　　　　　　家族と一緒にクリスマ
　　　　　　　　　　　　　　　　スを過ごすかわりに、私
　　　　　　　　　　　　　　　　は二人の友達とインドを
　　　　　　　　　　　　　　　　旅してきました。タージ
　　　　　　　　　　　　　　　　マハルは美しかったけれ
　　　　　　　　　　　　　　　　ど、個人的には市場のほ
　　　　　　　　　　　　　　　　うが気に入りました。サ
　　　　　　　　　　　　　　　　リーの色やスパイスの香
　　　　　　　　　　　　　　　　り、そして花などは形容
　　　　　　　　　　　　　　　　しがたいほど素晴らしい
　　　　　　　　　　　　　　　　ものでした。
　しかしながら、旅のすべてが素晴らしいものだったわけで
はありませんでした。そこで暮らす人々の生活を目にするこ
とは、私に様々なことを考えさせました。特に、日本のよう
に清潔で平等な社会から訪れると、通りや海はゴミが散乱し、
物乞いをする人々がそこかしこに見られるという現実を受け
いれるのに時間がかかりました。
　そのような光景はいかに私たちが幸運に恵まれているかを
思い出させてくれました。私は旅をするたびに、お土産など
よりも多くの思い出や友情、そしてなによりも人生に対する
教訓を深く胸に刻むのです。

☆生涯学習・社会体育関係
・県小学生総体スキー競技会
・県スポーツ少年団スキー交流大会

・かたしな映画会「武士の一分」
・区対抗スキー大会
　　兼片品スキー選手権大会

☆学校関係
・中学校卒業証書授与式
・小学校卒業証書授与式
・修了式
・学年末休業日

◇片小 
・６年生を送る会・学級懇談会
・友遊クラブ ( わなげ･昔遊び )

1 日 ( 土 )・2 日（日）
　　　　

8日 ( 土 )・9 日（日）
21 日 ( 金 )

未定

13 日 ( 木 )
25 日 ( 火 )
26 日 ( 水 )

27 日 ( 木 ) ～
 

7 日 ( 金 )
10 日 ( 月 )

 

◇北小 
・６年生を送る会･学校公開日
　　PTA 総会･学年懇談会
・６年生謝恩清掃 
・PTA 本部役員会⑧

◇南小 
・新入生保護者入学説明会
・PTA 本部役員会等
・６年生を送る会

◇武尊根小 
・武尊根子ども教室
・６年生を送る会・PTA 総会
・桜花苑交流③

◇片中
・１年･２年期末テスト 
・同窓会入会式
・２年自然観察会②
・１日公開参観日⑧

7日 ( 金 )
14 日 ( 金 )
 25 日 ( 火 )

4 日 ( 火 )
5 日 ( 水 )
7 日 ( 金 )

6 日 ( 木 )
7 日 ( 金 )
12 日 ( 水 )

4 日 ( 火 )・5 日 ( 水 )
12 日 ( 水 )
18 日 ( 火 )
19 日 ( 水 )

※予定が変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

図 書 室 カレンダー   3 月りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 『やさしいライオン』

　やなせ　たかし　作　フレーベル館
初版１９７５年からのベストセラー。
アンパンマンの作者　やなせ　たかしの絵本です。
　ひとりぼっちの子ライオンと、お母さん代わり
の犬の愛情を描いた、ちょっぴり切ないお話です。
　母親の愛情が、子どもにとってどれほど大切な
ものなのか。子ども達だけでなく、大人の方にも
読んでいただきたい一冊です。

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室

＊３月７日は、みやま号巡回日です。
＊       はお休みです。

2 3 4 5 6 7 8
9  10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
の
学
習
支
援
や
読
み
聞

か
せ
、
放
課
後
の
遊
び
（
友
遊
ク

ラ
ブ
）  

を
通
し
て
の
地
域
の
お
年

寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
、
学
校
設
備

の
修
繕
や
環
境
整
備
な
ど
の
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

沼
田
Ｆ
Ｍ
放
送
株
式
会
社
、
エ
フ

エ
ム
Ｏ
Ｚ
Ｅ
が
主
催
す
る
「
第
６
回

エ
フ
エ
ム
Ｏ
Ｚ
Ｅ
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
大
賞
」
の
部
門
賞
（
教
育
部
門
）

に
片
品
小
学
校
の
か
が
や
き
支
援
セ

ン
タ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

エ
フ
エ
ム
Ｏ
Ｚ
Ｅ
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
大
賞
は
利
根
沼
田
地
域
に
お

い
て
、
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
各
分
野
を
通
し
て
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
団
体
及
び
個
人
の

功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
動
を
奨
励
す
る
た
め

に
エ
フ
エ
ム
Ｏ
Ｚ
Ｅ
が

設
立
し
た
賞
で
す
。

　

か
が
や
き
支
援
セ
ン

タ
ー
は
家
庭
や
地
域
社

会
の
教
育
力
を
生
か
し

て
、
片
品
小
学
校
の
教

育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
設
置
し
た
も
の

で
、
学
習
支
援
委
員
会
・

ふ
れ
あ
い
支
援
委
員
会
・

環
境
支
援
委
員
会
で
構

ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
大
賞　

教
育
部
門
賞
受
賞( 大賞授与式　平成 20 年１月 23 日　於：ホテルベラヴィータ )

第
６
回 

Ｆ
Ｍ 

Ｏ
Ｚ
Ｅ

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

俳　

 

句 　

会

平
成
二
十
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

し
な
や
か
な
子
の
髪
を
梳
く
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

墨
を
濃
く
感
謝
の
二
字
や
筆
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

古
稀
と
い
ふ
老
ひ
の
入
口
初
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

買
初
め
や
長
寿
に
贈
る
灘
の
酒

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

喜
寿
と
な
る
春
を
迎
へ
て
紅
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

直
筆
の
賀
状
に
見
ゆ
る
友
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

窓
開
け
て
恵
み
取
り
込
む
雪
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

虹
懸
け
て
尾
瀬
立
冬
の
無
人
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

に
ぎ
や
か
に
芽
出
度
さ
わ
が
つ
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

元
日
に
期
待
ハ
ズ
レ
の
宝
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

賀
状
へ
る
節
せ
い
の
世
や
胸
を
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

満
月
に
ゆ
ず
風
呂
は
い
り
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

友
さ
り
て
さ
ざ
め
雪
な
り
句
座
の
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

暖
か
な
色
の
灯
り
て
囲
炉
裏
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

健
や
か
も
初
日
に
祈
り
手
を
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

冬
陽
光
優
し
く
包
む
友
の
葬

　
　
　

武
尊
根
小
学
校
文
章
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

星
野　

隼
希

こ
の
こ
お
り
ペ
ン
ギ
ン
の
に
お
い
じ
や
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

星
野
美
紗
子

な
つ
や
す
み
ほ
た
か
や
ま
が
よ
く
み
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

桑
原　

佳
那

さ
む
い
な
あ
き
ょ
う
か
な
の
は
が
ぬ
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

千
明
諒
之
助

う
れ
し
い
な
あ
ま
い
に
ち
き
ら
き
ら
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

千
明　

昌
樹

ひ
が
あ
た
る
原
っ
ぱ
に
あ
た
る
あ
つ
い
日
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

千
明　

慎
也

く
ま
さ
ん
は
山
に
も
ど
っ
て
ね
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

篠
原　

利
一

こ
た
つ
が
あ
つ
い
た
い
よ
う
み
た
い
だ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

三
浦　

紗
加

ほ
た
か
や
ま
秋
に
な
れ
ば
ね
赤
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

星
野　

怜
佳

あ
っ
た
か
い
あ
き
は
こ
た
つ
で
テ
レ
ビ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

星
野　

莉
久

雨
が
降
る
キ
ラ
キ
ラ
ひ
か
る
あ
め
ぜ
ん
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

星
野　

海
尊

き
り
が
た
つ
ほ
た
か
山
は
光
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

千
明　

和
真

す
い
か
わ
り
と
ん
と
ん
と
ん
と
た
た
け
な
い

　

片
品
小
学
校
が
、「
２
０
０
７
年
度

第
８
回
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
表

彰
事
業
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
優
良

校
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
平
成
19
年
12

月
12
日
に
片
品
小
学
校
校
長
室
に
お

い
て
表
彰
状
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
社
団
法
人
食
品
容

器
環
境
美
化
協
会
が
環
境
教
育
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、
散
乱
防
止
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
教
育
に
優
良
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
小
・
中
学
校
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

片
品
小
学
校
の
ア
ル
ミ
缶
・
牛
乳

パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

第
８
回
環
境
美
化
教
育
優
良
校
表
彰
受
賞

（環境委員のみなさん平成 19 年 12 月 12 日校長室）



10

おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 02

おしらせ

11 広 報 か た し な        H20 .02

お 

し 

ら 

せ

国
土
交
通
省
利
根
川
水
系
砂
防

　

事
務
所
片
品
出
張
所
新
庁
舎　

　
　
　
　

完
成
見
学
会
に
つ
い
て

　

皆
様
の
御
協
力
を
持
ち
ま
し
て
、
３

月
31
日
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

10
日
（
月
）
か
ら
14
日
（
金
）
の
期
間

中
に
完
成
見
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
者
は
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所

　

片
品
出
張
所　
　
（
58
）
２
０
６
１

　

そ
ろ
そ
ろ
春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め

る
季
節
、
ひ
な
祭
り
の
夕
食
前
の
ひ
と

と
き
を
音
楽
に
耳
を
傾
け
て
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
時　
　
　
　

　

平
成
20
年
３
月
３
日
（
月
）

　
　
　

17
時
30
〜　

１
時
間
程
度

●
開
催
場
所　
　
　
　

　

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２

　

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
民
ホ
ー
ル

●
出
演
団
体　
　
　
　

　

ス
ウ
ィ
ン
グ
・
リ
バ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

　
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
み
な
か
み
町
）

●
入 

場 

料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局　

　

沼
田
行
政
事
務
所
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
（
22
）
４
３
３
８

利
根
沼
田
ふ
ら
っ
と

　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　

利
根
沼
田
県
民
局
で
は
、  「
利
根
沼

田
ふ
ら
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」  

を
開
催
し

ま
す
。

郷
土
の
歴
史
小
説
発
行

　

針
山
出
身
の
永
井
佐
紺
（
留
治
）
さ

ん
が
長
い
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
郷

土
、
利
根
沼
田
を
背
景
に
し
た
長
編
歴

史
小
説
「…

茂
左
衛
門
物
語…

カ
タ
ク

リ
の
坂
道
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
咲
の
湯
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
花
の
駅

「
花
咲
の
湯
」　　
（
20
）
７
１
１
１

相　
　
　

談

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ

　
　
　

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
。

●
日　

時　

３
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

　
　
　
　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

会
場
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の
で
申
し

込
み
の
際
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

○
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い
て

　

の
相
談

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補
装

　

具
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

　

給
付
要
否
判
定

●
持 

ち 

物　

　

①
印
鑑　

②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
58
）
２
１
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
２)

医
療
制
度
改
革
に
よ
る
各
種
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
更
新
に
つ
い
て

★
４
月
１
日
か
ら
次
の
被
保
険
者
証
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
３
月
下
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

東京電力 ㈱   渋川支店
　　　　　　　　0120-99-5222

財団法人関東電気保安協会
　　　　　　　      0279-23-6318

2 月は省エネルギー月間です

　

一
，
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
方
で
、 

一
部
負
担
金
の
割
合
が
二

割  （
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
は
一
割
） 

と
な
っ
て
い
る
方
は
更
新
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

二
、
国
保
の
退
職
者
医
療
の
対
象
者
（
被
保
険
証
に
退
の
表
示
が
あ
り
ま
す
）

で
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
と
な
る
方
は
一
般
被
保
険
者
に
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

三
、
福
祉
医
療
の
高
齢
重
度 （
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
番
号
が
、 

７
で
始

ま
る
方
で
す
。）
対
象
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
る
か
、
重
度
心
身
対
象

に
変
更
す
る
か
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）
２
１
１
５　

 （
内
線
２
３
３
）

募
集
し
ま
す
！

　
　
　
　
「
わ
が
社
の
自
慢
品
」

募　
　
　

集

　

広
報
か
た
し
な
は
、
20
年
度
４
月
号

か
ら
企
業
又
は
個
人
経
営
で
作
っ
て
い

る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
自
慢
の
一
品
を
紙

面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
企

画
し
ま
し
た
。

　

広
報
か
た
し
な
は
、   

片
品
村
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

と
し
て
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

自
慢
品
が
口
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
広
ま

り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
手
に
取
り
ま

た
、
食
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

　

申
込
は
む
ら
づ
く
り
観
光
課
へ
お
電

話
頂
け
れ
ば
係
が
取
材
に
伺
い
ま
す
。

　

月
１
品
の
掲
載
に
な
り
ま
す
の
で
申

込
が
重
な
っ
た
場
合
は
季
節
に
あ
っ
た

自
慢
品
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
自
慢
品
の
例

　
（
食
品
・
創
芸
品
・
機
械
部
品
な
ど
）

　

・
木
彫
り
水
芭
蕉

　

・
尾
瀬
ヶ
原
定
食

●
注
意
点　

紙
面
上
、
農
作
物
や
果
物

　

な
ど
同
じ
外
見
に
な
る
物
は
除
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
（
58
）
２
１
１
２

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

片
品
村
で
は
、
平
成
20
年
度
に
文
部

科
学
省
認
可
の
短
期
大
学
以
上
に
入
学

す
る
方
及
び
在
学
中
の
方
で
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
学
費
の
支
出
が
困
難
な

方
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
村
が
無
利
子
で
貸
与

す
る
も
の
で
す
が
、
家
族
の
収
入
、
本

人
の
学
業
成
績
等
が
審
査
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

●
月　

額　

 

３
７
，
０
０
０
円
以
内

　
　
　
　
　
（
平
成
20
年
度
予
定
）

●
締
切
り   

３
月
末
日

●
審
査
結
果

 　

５
月
下
旬
に
通
知
予
定

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

   

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
58
）
２
１
４
４

ぐ
ん
ま
農
業
実
践
校

　

農
林
大
学
校
で
は
多
様
な
農
業
の
担

い
手
確
保 

・ 

育
成
を
図
る
た
め
、ｕ
タ
ー

ン
収
納
希
望
者
や
農
業
へ
の
新
規
参
入

者
を
対
象
に
収
納
準
備
に
向
け
た
基
礎

的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
円
滑
な

収
納
を
支
援
す
る
「
ぐ
ん
ま
農
業
実
践

め
ざ
せ
！
農
業
の
達
人

　

平
成
20
年
度
入
校
者
募
集

校
」
を
開
校
い
た
し
ま
す
。

●
一
般
就
農
者
課
程

　

・
野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
農
産
加
工

　
（
各
コ
ー
ス
平
日
７
回
か
ら
17
回
）

●
専
門
就
農
者
課
程

　

・
露
地
野
菜
・
施
設
野
菜

　
（
両
コ
ー
ス
と
も
平
日
全
75
回
）

●
定
年
帰
農
者
課
程

　

・
本
校
・
地
域
校

　
（
両
コ
ー
ス
土
日
、
７
回
と
15
回
）

●
会　
　

場　

　

群
馬
県
立
農
林
大
学
校

●
応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
で
県

　

内
で
就
農
を
希
望
す
る
方

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
指
定
期
日
ま
で

　

に
郵
送
の
こ
と
。

●
申
込
〆
切

　

20
年
２
月
20
日
（
水
）
必
着

●
選
考
方
法　
　

種
類
及
び
面
接

●
受 

講 

料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

　

ス
ト
、
種
苗
代
な
ど
の
教
材
費
は

　

実
費
負
担
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
立
農
林
大
学
校　

研
修
部

　

就
農
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　

０
２
７
（
３
７
１
）
３
８
４
１

○目　的
聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する人に対し、コミュ
ニケーション手段の一つである手話の実技指導を行うこと
により手話通訳者を養成し聴覚障害者の福祉の増進に資す
ることを目的に行われます。
○日　時
講義・講演　平成２０年５月１０日（土）～
　　　　　　　　　　　（毎回土曜日　午後１:30 ～ 3:30）
実技指導　平成２０年５月１３日（火）～
　　　　　　　　　　　（毎回火曜日　午後１:30 ～ 3:30）
　※日程等の詳細につきましては問い合わせ窓口までお願いい
　　たします。
○受講料
無　料（ただし教材費は一部受講者負担）
○対象者
県内に居住する方で手話通訳者全国統一試験及び群馬県聴
覚障害者コミュニケーションプラザ手話通訳者認定試験を
受験する意思があり全日程に出席できる方。
○会場・お問い合わせ
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
群馬県聴覚障害者コミュニケーションプラザ
　　027（255）6633

聴覚障害者手話通訳者養成講座について
○目　的
聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する人に対し、コミュ
ニケーション手段の一つである要約筆記の実技指導等を行
うことにより要約筆記者を養成し聴覚障害者の福祉の増進
に資することを目的に行われます。
○日　時
基礎課程　平成２０年５月１９日（月）～
　　　　　　　　　　　（毎回月曜日　午後１:30 ～ 3:30）
応用過程　平成２０年９月２２日（月）～
　　　　　　　　　　　（毎回月曜日　午後１:30 ～ 3:30）
※日程等の詳細につきましては問い合わせ窓口までお願い
いたします。
○受講料
無　料（ただし教材費は一部受講者負担）
○対象者
県内に居住し講座修了後コミュニケーションプラザが実施
する要約筆記者派遣事業に登録し活動できる方。
○お問い合わせ
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
群馬県聴覚障害者コミュニケーションプラザ
　　027（255）6633

聴覚障害者要約筆記者養成講座について
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２ 

月 

国 

民 

年 

金 

広 
報

―
 

前
納
が
お
得
で
す 

―

平
成
20
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
４
月
分
か
ら
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
４
，
４
１
０
円
で
す
。

　

平
成
20
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
は
、
４
月
初
め
に
社
会
保
険
庁

か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
と
一
緒
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
「
前
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
を
使
用
し
て
、
納
付
書
の
使
用
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

１
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
３
，
０
７
０
円
が
、
６
か
月
分
の
保
険
料

を
前
納
す
る
と
７
０
０
円
が
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
場
合
と
比

べ
て
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
１
年
分
保
険
料
を
前
納
す
る
と
３
，
６
２
０
円
が
、
６

か
月
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
９
８
０
円
が
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月

納
め
た
場
合
と
比
べ
て
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

）平成１９年度　国保税第９期・村県民税普通徴収第４期　納税率調（税額）
国保税 村県民税普通徴収 村全体(国保税)

白
根 

丸
沼

村全体(住民税)
（平成２０年１月１０日現在）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

　

２
月
17
日
〜
23
日
は
ア
レ
ル
ギ
ー

週
間
で
す
。
全
国
で
講
演
会
等
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、
本
来
自
分
の

身
体
を
守
る
た
め
に
機
能
す
る
は
ず

の
免
疫
反
応
が
、
病
的
に
作
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
強
い
ス
ト
レ
ス
や
有
害
物

質
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
と
い

う
住
民
の
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
や
症
状
は
様
々
で
あ
り
、

予
防
策
・
治
療
法
に
つ
い
て
も
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
種
類
や
個
々
の
身
体
に

あ
っ
た
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

原
因
が
わ
か
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
不

快
な
症
状
に
悩
ま
さ
れ
な
い
よ
う
、

ま
ず
は
ど
ん
な
状
態
の
時
に
ど
ん
な

症
状
が
出
る
か
を
ま
と
め
た
メ
モ
等

を
持
参
し
、
早
め
に
専
門
の
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
に
つ
い
て

　

２
月
１
日
〜
７
日
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
週
間
で
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、 「
向
き
合
お
う　

自
分
の
体

自
分
の
生
活
」  

で
す
。   

　

片
品
村
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

週
間
に
ち
な
ん
で
、 

毎
年
２
月 

〜 

３

月
に
生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

日
時
や
テ
ー
マ
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、 

後
日
各
地
区
の
保
健
推
進
員

が
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

来
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
も
開
始

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
で
自

身
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
日　

母
親
学
級

11
日　

両
親
学
級

12
日　

乳
児
検
診

18
日　

母
親
学
級

26
日　

親
子
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

28
日　

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
教
室

保
健 

だ 

よ 

り

ア
レ
ル
ギ
�
週
間

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
月
の
行
事

輝輝
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

笠
原
千
裕
さ
ん
（
鎌
田
）

（
日
本
大
学
１
年
生
）

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
尾
瀬
国
体
で
皆
さ

ん
の
声
援
を
も
ら
い
活
躍
し
た
笠
原
千

裕
さ
ん
は
昨
年
４
月
、
日
本
大
学
に
入

学
し
ま
し
た
。
入
部
し
た
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
部
は
、
１
年
生
４
名
総
勢
18
名

で
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
１
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟
は
ア

ル
ペ
ン
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
ジ
ャ

ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
な
が
る
種
目
か
ら
な
り
、
１
部

か
ら
４
部
ま
で
別
れ
て
い
ま
す
。
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
は
１
部
12
校
、
２

部
８
校
、
３
部
２
校
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
１
部
が
一
番
の
強
豪

リ
ー
グ
で
す
。

　

入
学
後
の
主
な
成
績
は
、
12
月
21
日

に
行
わ
れ
た
第
22
回
全
日
本
学
生
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ス
キ
ー
大
会
距
離
競
技
５
ｋ

ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
６
位
、

同
10
ｋ
ｍ
フ
リ
ー
で
は

14
位
、
12
月
27
日
第
25

回
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
で
は
ス
プ

リ
ン
ト
１
．
２
ｋ
ｍ
ク

ラ
シ
カ
ル
で
３
位
、
年

が
明
け
て
１
月
11
日
か

ら
妙
高
高
原
で
行
わ
れ

た
第
82
回
全
日
本
学
生

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
５

ｋ
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
見

事
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
。 

同
大
会
リ
レ
ー
で
も
準
優
勝
の
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

代
表
選
手
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
選
考
理
由
は

 「
選
考
会
と
し
て
定
め
た
大
会
結
果
を

参
考
に
今
後
の
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
に
繋
が

る
選
手
を
選
考
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
実
績
も
踏
ま
え
て
選

考
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
の
代
表
選
手
は
全
国
か

ら
２
名
で
し
た
。

　

趣
味
は 「
音
楽
を
聞
く
事
」  

だ
そ
う

日大スキー部のユニフォームを着て自宅の前で

で
す
。  

片
品
村
を
離
れ
て
「
自
然
が
多

く
、
水
も
空
気
も
美
味
し
く
て
、
い
ぃ

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
改
め

て
知
っ
た
」  

と
い
い
ま
す
。

　

 「
将
来
は
ス
キ
ー
と
か
ス
ポ
ー
ツ
に

携
わ
っ
て
い
け
る
仕
事
を
し
た
い
で
す
」

静
か
に
話
し
て
く
れ
た
笑
顔
の
奥
に
は

充
実
感
と
次
を
見
据
え
た
自
信
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
選
手
権
で
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

北
海
道
で
行
わ
れ
た
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
キ
ー
大
会
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
列
右
が
千
裕
さ
ん

写
真
提
供
・
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）
1月 　2月

今月の
納期は

国 民 健 康 保  険 税    第１１期

納期は　2月 29 日（金）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

２
／
25

　
（
前
橋
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
）

　

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
08

　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
接
会　

３
／
上
ま
で
（
村
内
各
地
）

　

で
っ
か
ま
と
湯
食
楽
ま
つ
り

３
／
３
ま
で
（
花
咲
の
湯
）

　

つ
り
雛
飾
り
展
示

３
／
９
（
か
た
し
な
高
原
）

　

県
ス
ポ
少
ス
キ
ー
大
会

16 日（土）　月夜野病院

17 日（日）　内田病院

23 日（土）　国立沼田病院

24 日（日）　沼田脳神経外科

001 日（土）　利根中央病院
002 日（日）　月夜野病院
8日（土）　内田病院

16 日（日）　利根中央病院

9日（日）　国立沼田病院
15 日（土）　沼田脳神経外科

あ  お  い 

命名

将来どんな人になってほしいですか
思いやりのある優しい人になってほしいです。

（父）小林　登志喜（母）由紀枝さん（鎌田）のお子さん

葵 ちゃん 平成１９年２月１３日生まれ

善　
　
　
　
　

意

さん星 野  　遥
ほ し の       　は る か

18 歳
（母）金子さん

片品村大字須賀川

３．片品をどう思いますか
　のんびり、ほのぼのとしていて
　落ち着くところだと思います。
　　また、どうしたいですか？
　お年寄りにもっともっと優しい
　村になるといいと思います。

１．何処へお勤めですか 　
　片品村農協の立沢給油所です。

２．趣味は何ですか　
　ドライブと料理です。

４．村内のおすすめスポットは　
　丸沼高原のゴンドラがいいですね。

６．村民の方へメッセージをお願いします
　給油の祭には立沢スタンドへお越しください。

５．好きな異性のタイプ　
　笑顔がさわやかで、おもしろい人です。

2;Zd(7yH2;Zd(7yH

午
前　

8
時
30
分
〜

　
             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
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、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

平
成
19
年
12
月 

20 

日 

〜
平
成
 20
年
1
月
19
日

お  

め  

で  

た

　

亡
く
な
ら
れ
た
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13
人

窓   

口   

か   

ら

お  

く  

や  

み

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
3
人

永
井 

幸
男　

男 　

真
生　

針
山

千
明 

太
彦　

男 　

尊　
　

築
地

池
田 

岳
広　

女 　

愛
佳　

越
本

ま　

お

た
け
る

ま
な
か

★
婚
姻
さ
れ
た
方 1

組

○ 

梅
澤　

拓
也　

土
出

　

 

戸
丸　

美
香　

花
咲

鈴
木 

き
く
子　

80
歳 

東
小
川

入
澤 

一
夫　
　

59
歳 

越
本

佐
藤 

み
は
る　

59
歳 

鎌
田

星
野 

ケ
サ
子　

74
歳 

御
座
入

須
藤 

亘
夫　
　

78
歳 

越
本

戸
丸 

え
つ　
　

82
歳 

摺
渕

木
内 

た
ね　
　

92
歳 

鎌
田

籾
山 

ア
サ
子　

72
歳 

越
本

星
野 

ハ
ン　
　

91
歳 

土
出

笠
原 

芳
門　
　

73
歳 

越
本

梅
澤 

な
み
子　

90
歳 

土
出

星
野 

フ
ジ
エ　

69
歳 

土
出

星
野 

久　
　
　

77
歳 

須
賀
川

の   ど   か

和 ちゃん 平成１９年 ２月２６日生まれ
（父）星野　　敦（母）　恵さん（摺渕）のお子さん
命名

日本情緒が感じられる “和”
この漢字を名前に使いたいと
思って考えていました。両親、
兄姉共に１字名という事もあ
り、愛らしい響きで “のどか”
と１字で読ませようと命名し
ました。

将来どんな人になってほしいですか
のどかな春の日ざしのように明るい笑顔でみんなの心を和ま
せてあげられるような、やさしい人になってほしいです。

・  ・  ・

寄
贈　
　
「
学
用
品
」

え
ん
ぴ
つ
10
グ
ロ
ス　

ノ
ー
ト
他

　

鎌
田
の
萩
原
巳
紀
さ
ん
か
ら
村
内
の

子
供
達
に
使
っ
て
欲
し
い
と
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
内
学
校
並
び
に
児
童
館
で
ご
趣
意

に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

「あおい」という響きが好き
だったのと、多年草である
「葵」のように豊かな生命力
に満ち、 元気いっぱい健やか
に育つように。また、 登山者
の疲れをいやしてくれる 「シ
ラネアオイ」の花のように、
周りの人に安らぎを与えられ
る人になってもらいたいという思いを込めてつけました。




